
令和６年度補正 原木・製品運搬効率化体制構築事業 事業成果報告会

着工情報入手とクラウド連携による
原木・製品運搬の最適化と在庫・配送効率の向上

背景と目的

着工情報が、川下から川上に繋がっておらず、無駄な伐採、無駄な製材が
行われ、配送ロスが多く発生。
着工情報を事前入手し、無駄な伐採や製材による配送ロスをコスト面、
環境面、作業効率面で削減する。

株式会社コシイプレザービング



現状の課題

現在、木材の運搬には多くの無駄が存在している。具体的には、以下の
ような課題がある。

• 情報の断絶
住宅供給会社からの着工情報が伐採会社や製材会社に適時に伝わらず、

無駄な伐採や製材が行われている。

• 運搬効率の低さ
運搬の際に積載効率が低く、トラックの空きスペースが多く発生して

いる。

• 在庫管理の不備
在庫情報がリアルタイムで共有されておらず、過剰在庫や不足が

頻繁に発生している。



現状の影響

• コストの増加
無駄な伐採や製材、運搬効率の低さにより、運搬コストが増加して

います。例えば、山から市場や製材会社なコストが発生している。

• 環境負荷の増大

無駄な運搬により、CO₂排出量が増加し、環境に悪影響を与えています。

• 作業効率の低下

情報の断絶や在庫管理の不備により、作業効率が低下し、納期遅延が

発生している。例えば、納期遅延が頻発し、顧客満足度が低下している。



解決の必要性

• コスト削減
無駄なコストを削減することで、企業の収益性を向上させることが

できる。

• 環境保護

CO₂排出量を削減することで、環境保護に貢献することができる。

• 作業効率の向上

情報共有と在庫管理を改善することで、作業効率を向上させ、

納期遅延を防ぐことができる。
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取組の進捗状況概略

７月度
住宅供給会社からの着工情報をどのように入手するか、クラウドシステ

ムにどのように入力を行うか、システム要件の定義を行いました。

８月度
過去着工情報のデータ整理、原木や製材の自動算出システム構築準備を

実施しました。連携先に集まっていただき第一回目の会合を執り行いま

した。
９月度

原木や製材の自動算出システム構築を実施しました。連携先に集まって

いただき第二回目の会合を執り行いました。
１０月度

製材会社の在庫管理最適化を試験運用開始し、伐採会社と製材会社およ

び運送会社を繋いだ試験運用準備を開始しました。



取組の進捗状況概略

１１月度
製材会社への試験発注を開始、製材会社から伐採会社への発注を確認、

伐採会社と製材会社および運送会社を繋いだ試験運用準備を継続実施し

ました。
１２月度

伐採会社/原木市場から製材会社への入荷を確認し運送状況ならびに選木

状況を確認、製材会社での製材状況確認を実施しました。
１月度

製材会社の生産管理、積載効率化の向上を中心に最適化検討とシステム

への導入を実施しました。
２月度

１月度の継続活動と報告書取り纏めを実施しました。
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3m16径 3m 16径 0.0427 歩留まり 55.60%

高さ 幅 ⾧さ 本／原木 必要本数 必要材積

45 18 3000 4 0 0

105 105 3000 1 0 0

3m18径 3m 18径 0.0528 歩留まり 54.32%

高さ 幅 ⾧さ 本／原木 必要本数 必要材積

45 18 3000 4 0 0

120 120 3000 1 0 0

3m26径
A 3m 26径 0.0852 歩留まり 42.01%

高さ 幅 ⾧さ 本／原木 必要本数 必要材積

45 18 3000 0 0 0

105 45 3000 6 0 0

入力 原木(m3) 17.2032 6.1236 6.084 0 0 0 0 29.4108

3m16径 3m18径 3m26径A 3m26径B 4m26径A 4m26径B 4m26径C

高さ 幅 ⾧さ 本数／梱包 発注梱包 発注本数 材積(m^3) 材積／本 224 63 30 0 0 0 0

45 18 3000 200 0 0 0.0024 896 252 0 1148

60 45 4000 32 0 0 0.0108 0 0 0 0

90 18 3000 200 0 0 0.0049 0

90 90 4000 32 0 0 0.0324 0 0 0 0

105 45 3000 56 0 180 2.556 0.0142 180 0

105 45 4000 56 0 0 0.0189 0 0

105 105 3000 56 0 224 7.4144 0.0331 224 0

120 45 3000 56 0 0 0.0162 0 0

120 120 3000 24 0 63 2.7216 0.0432 63 0

合計(余剰)
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樹種 長さ(mm) 幅(mm) 厚み(mm) 本数 列数 段数
梱包幅
(mm) 梱厚み(mm)

スギ 2000 180 12 200 5 40 900 480縦桟無し 横桟12mm

スギ 3000 180 105 5 5 1 900 105縦桟無し 横桟36mm

スギ 3000 300 105 3 3 1 900 105縦桟無し 横桟36mm

スギ 3000 45 18 200 20 10 900 252縦桟無し 横桟2段ごとに12mm

スギ 3000 90 18 100 10 10 900 252縦桟無し 横桟2段ごとに12mm

スギ 3000 105 45 126 9 14 945 825縦桟無し 横桟12mm

スギ 3000 120 120 21 7 3 948 396縦桟24mm 横桟24mm

スギ 3000 240 105 4 4 1 960 105縦桟無し 横桟36mm

スギ 3000 120 45 56 8 7 960 423縦桟無し 横桟12mm

スギ 3000 105 105 56 8 7 966 843縦桟24mm 横桟24mm

スギ 4000 150 24 40 2 10 300 240縦桟無し 横桟12mm

スギ 4000 180 105 5 5 1 900 105縦桟無し 横桟36mm

スギ 4000 300 105 3 3 1 900 105縦桟無し 横桟36mm

スギ 4000 45 60 40 20 2 900 120縦桟無し 横桟無し

スギ 4000 180 120 5 5 1 900 120縦桟無し 横桟36mm

スギ 4000 300 120 3 3 1 900 120縦桟無し 横桟36mm

スギ 4000 105 45 18 9 2 945 108縦桟無し 横桟12mm

製材、運送、加工と各工程毎で最適なサイズは異なるが、運送中心にバラ

ンスをもって標準化すれば良い。

トラックサイズ様々なので事前メンテ登録で把握と更新管理必要。
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後発トラックとの差し替えで積載

重量上限考慮しつつ４．４％の積

載効率化。

さらに発注単位でなく発注もまた

ぐことで積載効率化積み重ねが

期待できる。さらに将来的には

ネットワーク内での相積みまでで

きれば。

指示書の自動作成により、指示

書の作成から積込準備ならびに

積込時間、トラック待機時間の削

減に。
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